
水を利用しているのです。滝を流れ落ちた水を導水管で浄
水場に運び、ろ過してきれいにした後、さらに塩素消毒を
施して貯水、そこから自然流下で河南地域の約300世帯に
届けています。また渇水期には配水経路を切り替え、貴重
な水を効率的に配水したり、さらに集中豪雨が発生した際
には表流水の濁りに対応するため、取水調整やろ過砂の洗
浄などを行い、水源の適正な維持管理に努めています。
　河南地域の簡易水道に
限らず、私たちの利用し
ている水道の水源は、大
自然の恵みによって得ら
れる大切な限りある資源
です。一人ひとりが水を
大切にし、日ごろから節
水を心がけましょう。
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〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

郷土誌に先人の苦労の跡を訪ねて
　　　　　　　　　　～ 地域の歴史や文化を後世へ ～

　平成16年11月１日、新西条市誕生から来年には10周年を
迎えます。東予地域では、昭和30年１月１日に三芳町（三
芳村、楠河村、庄内村が合併）、壬生川町（周布村、吉井
村、壬生川村、国安村、吉岡村が合併）が発足してからも
う58年が過ぎ、時の移り変わりの早さに驚くばかりです。
　旧三芳村地域の歴史を記した『ふるさと三芳』の編集後
記には、「郷土愛は知ることから、まずふる里を知らねば
ならないと思っても、先人の業績や村の歴史、実態の記録
された郷土史のないことを残念に思い、何とかしてそれら
しいものを作りたいとのお話は以前から公民館でよく話さ
れてはいたが、さてなかなかその着手には至らなかったの
ですが…（中略）公民館主事の熱意ある発起で、同志数名

が無我夢中で始めたというのが実際でありました。資料の
蒐集に取り掛かりましたものの、それらしいものは何もな
く、戸惑いとため息が出るばかりの時、先輩の保存よろし
きを得た村会記録が見つかり、これを唯一の手がかりとし
て、古老の伝承、他町村の村誌、先輩のご教示などを加え
…」と記されており、ようやく日の目を見た状況が残って
います。
　各地区で編綴（へんてつ）
された村誌や郷土誌からは、
先人の足跡や郷土の歴史を
後世に残し、その業績を将
来の指針として活かそうと
した各地域の皆さんの熱意
が伝わってきます。

らに託す思いにはひとしおのものがありました。
　「ドライバーの方にいつも安全運転を意識してもらえる
よう願いながらしおりを作りました」「自分たちも事故に
遭わないよう、道路は左右を確認し手を上げて横断歩道を
渡ります」などと話してくれた児童たち。椿の苗木を育て
ることを通して生命の大切さを学ぶとともに、自らの命を
守るということを、今一度考える機会となったのではない
　　　　　　　　　　　　　でしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　一人ひとりが交通ルールを
　　　　　　　　　　　　　守り、正しい交通マナーを実
　　　　　　　　　　　　　践しましょう。交通安全は日
　　　　　　　　　　　　　頃の心がけから始まります。
　　　　　　　　　　　　　＊篤山椿…小松藩の儒学者で
                                       伊予聖人といわれた近藤篤山
　　　　　　　　　　　　　遺愛とされる地域独自種の椿                                          

椿一輪に交通安全の願いを込めて
　　　 　    　　　　　　～ 伝統を受け継ぐ石根小学校 ～

　去る６月４日、国道11号を通行中のドライバーに安全運
転を呼び掛ける交通安全キャンペーンが、西条西警察署・
西条西交通安全協会・石根地区婦人会・石根小学校ＰＴＡ
など多くの皆さんのご協力を得て、石根小学校５・６年生
の児童により、りんりんパークー駐車場で行われました。
　この取り組みは、昭和58年から石根小学校の歴代児童た
ちによって実施されているもので、しおりに書かれた交通
安全標語も、そのしおりを添えドライバーに手渡した「篤
山椿(＊)」の苗木も、いずれも児童たちが手塩にかけたも
のです。特に「篤山椿」は児童らが挿し木をして２～３年
もの時間をかけ育てたもので、ドライバーに「これからも
安全運転を心がけてください」と笑顔で手渡す際に、それ

大自然の恵みに支えられている水道水　　　　　　 
　　　　　　　　　　　           ～ 限りある資源を大切に ～

　農山村を中心とした簡易水道施設の整備が、全国で活発
となった昭和20年代後半。旧丹原町でも、昭和29年に田滝
　　　　　　　　　　や馬場地区で簡易水道が完成したの
　　　　　　　　　　を契機として、町内各地で急速に水
　　　　　　　　　　道施設の整備が進みました。
　　　　　　　　　　　そうした中、昭和35年に完成した
　　　　　　　　　　のが湯谷口・志川・寺尾・明穂の各
　　　　　　　　　　地区からなる河南地域の簡易水道。
　　　　　　　　　　　丹原地区簡易水道では、ほとんど
　　　　　　　　　　が地下水から取水していますが、河
　　　　　　　　　　南地域だけは志河川の支流にある落
　　　　　　　　　　差16メートルの「横谷の滝」の表流

東予地域の郷土誌

夏でも涼やか「横谷の滝」
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交通安全の花を咲かせてください！
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